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このたびの台風 3号および 7月 5日からの大雨によって被災された皆さまに、謹んでお見舞い

申しあげます。 

皆さまの一日も早い復旧・復興を心よりお祈り申しあげます。 

 

ＪＡ共済連（全国共済農業協同組合連合会・代表理事理事長 柳井 二三夫）では、7 月 31 日

現在の台風 3号および 7月 5日からの大雨にかかる建物更生共済ならびに自動車共済の共済金支

払見込額等についてとりまとめましたので、お知らせいたします。 

ＪＡ共済連では、被災された組合員・利用者の皆さまに対し、一日も早く安心と共済金をお届

けできるよう、事業の総力をあげて取り組んでおります。 

 

【共済金支払見込額】 

 ＜建物更生共済＞        （7月 31日現在） 

県 被害契約件数 損害調査終了件数 共済金支払見込額 

福 岡 １，３２０件 １，２８５件 ４，６５６百万円 

長 崎 ４６７件 ４３２件 １２７百万円 

熊 本 ２，４８８件 ２，３８０件 ６９５百万円 

大 分 ５３７件 ５２７件 １，１２３百万円 

合 計 ４，８１２件 ４，６２４件 ６，６０３百万円 

※被害件数 300件以上の都道府県を抽出。 

 

＜自動車共済＞        （7月 31日現在） 

県 被害契約件数 損害調査終了件数 共済金支払見込額 

福 岡 ４５１件 ３６７件 ３７０百万円 

長 崎 １０件 ７件 ２百万円 

熊 本 ２０６件 １２７件 ７７百万円 

大 分 ３３件 ２１件 ３４百万円 

合 計 ７００件 ５２２件 ４８５百万円 

 

平成 29年台風 3号・7月 5日からの大雨にかかる共済金支払見込額等について（7月 31日現在） 
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＜ご参考＞ 

【建物更生共済における損害調査について】 

ＪＡ職員または本会職員が被災家屋を一軒一軒訪問し、被共済者様立会いのもと、損害調査

を実施しております。 

なお、被害の大きい九州北部においては、延べ 81 人の鑑定人もＪＡ職員に同行のうえ損害

調査を実施しております。 

また、一刻も早く共済金をお支払いできるよう、立ち入りが困難な地域には小型無人機・ド

ローンを使用し空撮による被災家屋の損害調査を進めた結果、被害契約件数の 95％を超える

損害調査を終了いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

 

 

 

ドローンを使用した損害調査の様子 


